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はしがき

奄美と琉球。沖縄は、歴史的なつながりが深く、文化的にも自然生態系的に

も類似`性を有している。それゆえ、奄美を知り、沖縄を知ることは、お互いを

相対化することができ、また、アジア・太平洋地域における奄美。沖縄の位置

づけやアイデンティティを知り、今後の地域発展の方向性にとっての知見を得

ることにつながる。

第二次世界大戦後の一時期、短期間であったが、1952年４月１日から1953

年12月24日までの間、大島女子高校内に琉球大学大島分校が設置され、本学が

奄美地域の人材育成に携わった時期もあった。その地理的・歴史的条件から、

奄美地域と琉球・沖縄および琉球大学との絆は切っても切れないものがある

が、奄美群島の日本復帰後はその関係はかつてに比べ弱いものとなっていた。

このたび、琉大同窓会奄美支部の強い要望に応え、森田孟進学長の特命で奄

美研究班をアジア太平洋島嘘研究センター内に設置し、奄美に関する融合的研

究の推進と成果の還元（出前講座と琉大説明会）を図ることになった。

奄美分校以来、多くの琉球大学の卒業生が同窓として奄美および全国の各界

で活躍していることは、本学の貴重なネットワークであり、母校が卒業生たち

との絆を強め、連携して教育研究の成果を地域へ還元することは、本学に課せ

られた使命の一つでもある。

この報告書は、平成19年４月、５月及び11月に実施した「奄美研究班の設立記

念フォーラム｣、「鹿児島県立大島高等学校での琉大説明会」及び「第１回出前

講座in奄美｣、「第２回出前講座in奄美」及び「奄美・沖縄経済連携フォーラム」

の実施概要をとりまとめたものである。

出前講座は、奄美についての共同研究の成果を市民に公開する目的で実施し

た。出前講座へ参加していただいた地元・奄美市民の皆さんの反応と期待は大

きいものがあったが、その期待と要望に応えるべく奄美研究を継続して推進し

ていけるよう、大学のご理解とご支援を切に要望したい。
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